



安永七年 （一七七八） 刊、 恋川春町画作の 『辞闘戦新根』 （鱗
















































鶴作『浮世栄花一代男』にも同形の例が確認できる。 「不可能である」の「ならず」と「ならずの宮」を掛けていること、 同じく西鶴作の『好色一代男』で「ならずの森の‥」の型が見られることから、 「ならずの宮」も同類の言語遊戯と考えられる。元禄五年『好色由来揃』には、の森のほととぎす」の「の森」は正しくは「野守」であったと、その由来について記されている。 の真偽のほどは定かではないが、この時期既に「ならずの森のほととぎす」 という形が定型となっていたことが確認される。 「森の」の下に添えるものについてはいくつかのバリエーションがあるが、や り「ほととぎす」が多い
江戸に広く伝わったのもやはりこの形であったと考えら
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の使用例もまた春町の影響下にあると想定される。また、「ならずの森の天狗様」 （ 『奇事中州話』 ） ・ 「ならずの森の鷦鷯」 （ 『桃太郎発端話説』 ）といった別の形が見え これらは京伝が伝統的に草双紙に登場した洒落言葉を一作品中に吹き寄せ的に多用するという趣向を取り込んだ例であるが、この手法もまた春町の影響下にあるといえる。また、寛政八年『怪席料理献立』にも「ならずの森の尾長鳥」の例がある。 『辞闘戦新根』 登場人物として擬人化され 「天井みたか」と同形 「天井を見て」が示されており、本作もまた春町作品に直接または間接的に影響を受けたも と考えられる。
先に述べたように、 『辞闘戦新根』で擬人化された洒落
言葉について、作者春町は、従来の鱗形屋板 草双紙 結びつくものと認識していたものと考えられるのだが、現在までに「ならずの森の尾長鳥」 用例は確認できていない。先行する鱗形屋板では「ならずの森 ほととぎす」 （ 『七小まち』 ・ 『大福／富突始』 ）および「ならずの森のみそさざい」（ 『風流／上下の番附』 ）の二種三例が確認されている。筆者はかつて鱗形屋板の初期草双紙について悉皆調査を試み
た（３）
。よって、この三例が現存する資料に見える用例の全体
像を大凡表しているといえる。伝統的に言語遊戯の洒落言葉を多用している鱗形屋板の初期草双紙の状況を踏まえると、これは決して用例数が多 とはいえない。また、草双紙での使用例 編年的に追った結果としても「ならずの森の‥」は、 『辞闘戦新根』の他の洒落言葉とは異なり、特に鱗形屋板 草双紙と結びつくものとは な 。この言葉は談義本・洒落本・滑稽本と った草双紙以外の文芸での利用や、八〇年程度の時代的な広がりも確認される、上方下りの洒落言葉なのである。
では、なぜ春町は『辞闘戦新根』の登場人物としてこの























 拙稿「草双紙における流行語の位置」 （ 『近世文芸』第六十八号、平成十年六月）参照。
（２）
 拙稿 「 『菊寿草』 考」 （ 『江戸文学』 三五、 平成十八年十一月、ぺりかん社）参照。
（３）
 拙稿「鱗形屋板絵外題考」 （ 『近世文芸』第八十七号、平成二十年三月）
（４）
 正しくは「大木の生え際」 。注一に同じ。
（５）
 拙稿「 『草双紙年代記』考
　
―上巻部分を中心として―」
（ 『實踐國文學』第六十九号、平成十八年三月）（まつばら
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